
















































依頼を受けた時に，来年（2019 年）創立 100 年を迎える研究所であることをうかがいました。そ










































































す。「調査の時代」と言われた 1910 年代半ば以降，1916 年に「二十職工家計調査」を行うととも
に，内務省保健衛生調査会委員となり，1918 年にはこの委員会の部会で，都市の衛生状態調査も
提案し，1年にわたる調査の実施，さらに同年 6月には救済事業調査会委員として，労働組合を自








すが，経済学部は創設直後，混乱に混乱を極めています。1919 年 4 月に独立した経済学部は，大
内兵衛，矢内原忠雄，本位田祥男などの若手を積極的に採用して教授陣の充実を図り，その後











































































































―，80 年代半ばに整理が完了し，冊子体目録が 1986 年から 1992 年にかけ刊行されています。
私は 1981 年に経済学部に着任したので，入った直後に浅田家文書の目録づくりに動員されました。
古文書をろくに読めなかったので，ワープロで目録原稿をつくっただけですが，資料を整理し冊子














































































































































































































































































































































































読んでいくと面白い発見がたくさんあります。例えば，1929 年 10 月 24 日から数日間の，正金銀
行のニューヨーク支店からどんな情報が発信されていたかを見ることができます。その情報は，本
店の頭取席に集まった重要情報をまとめた「頭取席要録」という資料に残っています。























べていくと正金銀行は，3月 20 日過ぎぐらいまで鈴木商店がそれから 2週間もたたずに破綻して
閉店するとは予想だにしていないことも分かりました。わずか数行の記述の中にも歴史の機微が書
き込まれているのです。このように，資料をよく読んでいくといろいろと想像させてくれる楽しい
こと，面白いことがたくさんあり，その中に生きた企業や生きた人たちのリアルな姿が浮かび出て
くることになります。
　おわりに
　経済史の研究という視点で見た時，資料とどう向き合うかが研究のインフラとしても重要だと
思っています。しかし研究を指導する立場からは，資料の収集整理の必要性を若手に強調するのは
ちょっと酷というか，かわいそうだとも感じています。彼らは，すぐに結果を出すように仕向けら
れている。博論を書きなさいとか，査読付雑誌論文がないと就職できないとか脅かされ続けてい
て，ゆっくりと資料に向き合い，資料の保存も考えながら自分の研究もすることは，なかなかでき
ない状態に追い込まれているわけです。
　だからといって，資料を無視して研究ができるかというと，そうでもありません。むしろ逆に，
若い研究者たちは本当に鵜の目鷹の目で新しい資料を探しています。そして何か新しい資料があれ
ば直ぐに論文を書いてしまうような，少し困ったところもあります。そういう意味では，資料発掘
は進んではいますが，それが分散的でバラバラで系統化されていないのが現状です。
　若い人たちに私は，見つけた資料に対して誠実に向き合って論文を書きなさいとしか言いませ
ん。資料整理はこちらでやるから，とにかく捨てられないように資料を持っている人たちと良好な
関係をつくってくださいと話しています。研究を脇に置いて資料整理をするというのは難しいで
しょうから，そんな指導をします。そもそも若手研究者も含め，経済史の研究者に二足のわらじを
履かせていることが，この国の学術研究が抱えている問題点です。資料整理も歴史家の仕事だか
ら，当たり前のようにやりなさいとは言える状況ではないので，そういうバックヤードの仕事は，
私たちのように年をとって論文も書けなくなった人間がやればいいと思っています。
　その上で現状を振り返ると，本来であれば私たちの共有財産になるはずのいろいろな資料が「私
蔵」されていることに気がつきます。つまり個人の研究室などにしまい込まれて，隠されてしま
う。あるいは，そういうことが続いて誰もが使えない状態の「死蔵」状態になってしまうことが，
たくさん起きているように思います。そういう状態を打開することが求められています。そのため
の工夫が必要だと思います。
　デジタル・アーカイブの試みもその 1つです。もう 1つ，新しい試みとして紹介したいのは，ア
メリカやオーストラリアの公文書館に残っている商社史に関する資料についてです。これは先鞭を
つけたのは川辺信雄さんだったと思いますが，その後，三井文庫の吉川容さんとか，多数の経営史
の若手研究者がグループで資料を集めてきました。これを関係する研究者間で共有できるような仕
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組みをつくり出そうという仕事がスタートしています。こうした試みが少しずつ実現されれば多少
とも問題解決につながるのではないかと思います。公開を待っている資料のニーズに応えるため
に，新しい仕組みをいろいろとつくらなければならないと思います。
　全く実現不可能なことだとは私は思っていません。特にデジタル技術がこれだけ発展してきてい
て，しかもいろいろな大学機関，例えば大学で言えば機関リポジトリといった格好で，所属する研
究者の論文などはデジタルで公開しています。それができるのだったら，持っている資料もデジタ
ルデータで公開することはそれほど技術的に飛躍のあることではないはずです。組織で持っている
ものだけに限らず，研究者が個人で収集した資料も公開されれば，それらのまとまりは重要な研究
資源として役に立ちます。以前だったら，いや，それはとてもではないけれどデータベースにする
ためにはキャパが足りないとか，そんなことを言っていましたが，今や，ハードディスクの容量な
どを考えても大して問題にならない，負荷にならない，そういう状態になりつつあります。知恵を
出し協力し合えばいくらでもできる，手の届かない目標ではないと思います。自前の公開ができな
くとも，先ほど紹介した藤田組資料のように J-DACに載せることもできます。
　「資料整理に苦労された」と言われることもありますが，それほど苦労だったとは思っていない
のです。資料を整理している時間は楽しい。作業をすれば何か確実に前進するし，やったという達
成感がある。論文を書いていて，なかなか書けなくて行き詰まると，資料整理に逃げ込んでいたの
ですが，そうすると毎日，何か仕事をしている気分になる。気持ちが落ち込まないで済むという，
とてもいい薬です。だから，楽しかった。それが実感です。
　もちろん，経済史の研究者は，本来から言えばアーカイブをつくることに多くの時間を割くべき
ではないのかもしれません。つまり，高野先生が「最善ノ事実ヲ尽シテ最良ノ統計ヲ作ルハ統計家
ノ任務。統計学者ノ任務ハ，統計ヲ材料トシ，コレニ工夫ヲ加エテ社会的真理ヲ発見スル」と指摘
したように，統計家がやる仕事と統計学者が分析することは別です。これはアーキビストと歴史研
究者の関係にも当てはまります。日本ではアーカイブを構築する専門職の地位が低い，社会的評価
が低いことがそもそも問題です。この点を根本的に解決していかなければ，いつまでも研究者が二
足のわらじを履かざるを得ないことになる。そういう問題を克服して資料アーカイブがきちっと構
築され，それに誰でもアクセスできるような簡便さを伴うようなものへと進化していくことを期待
しています。私の目が黒いうちにできるかどうかは分かりませんし，私ができることは限られては
いるのですが，いろいろな人たちの力を合わせていけば，決して不可能ではないと思います。
　最後に，高野先生が指摘した言葉にもう 1度立ち戻って，それに即して繰り返し強調しておけ
ば，アーカイブによる実証的な基盤の整備を進め，このアーカイブを前提として，きちっとした実
証的な研究をすることが私たちの任務だと思います。（拍手）
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